
 

 

 

 

 

 

担当委員：小熊委員 

令和７年度の重点項目（令和8年6月全体会でプロジェクト終了） 

・札幌市福祉課職員、相談支援事業所、重度訪問介護事業所を対象とした研修「重度

身体障がい者の地域生活を知る」を実施 

・プロジェクトの報告書作成 

・さっぽろ障がい者プランへの提言の作成 
 

活動概要 

令和７年

度 

活動実績 

・毎月会議実施（第 20 回～第 30 回） 

・札幌市福祉課職員、相談支援事業所、重度訪問介護事業所を対象とし

た研修「重度身体障がい者の地域生活を知る」を実施した。（7月 9日）

また、研修で使用した動画を協議会関係者の研修会等に活用してもら

うこととした。（令和 8年 5 月末まで） 

・プロジェクトの取り組みと成果および取り組めなかった課題などをま

とめた報告書を作成した。（重度身体障がい者が地域生活を送るにあた

っての制度、人材不足、障がい児の支援、親なき後等） 

・さっぽろ障がい者プランへの提言を作成した。 

・取り組みを通して、手引きが改定され、支給決定までの手続きが円滑

になり、見守り時間が認められるなどの大きな成果を得た。 

・札幌市自立支援協議会の好事例集に載せられるかを令和 8年度の協議

会で検討してもらうことを確認した。 

 

課題の概要 

・札幌市において重度身体障がいのある方が地域で生活するうえで十分な支援を受

けられない実情があるなかで、課題を深く掘り下げ、日常生活の実態を明らかにし、

課題解決へ向けた取り組みを進めていく必要がある。そこで、アンケート調査、訪

重度身体障がい者の地域生活に関する 

プロジェクトチーム 
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問視察、研修会などを具体的に実施した。今後も継続して、重度訪問介護に関する

情報提供体制の充実、重度訪問介護の非定型支給申請にかかる手続き等の課題の解

消、人材・サービス提供事業所等資源不足の解消、安心してその人らしい生活が送

れるための取り組みが求められる。 

 

プロジェクトの目標 

・重度障がいがある方の地域生活について、これまでのプロジェクトでの取り組みの

成果をまとめ、課題ごとの解決を目指して、令和９年さっぽろ障がい者プランの改

定に向けた提言を行う。 

 

プロジェクト活動の総括 

・重度訪問介護の支給量決定手引きが改定され、支給決定までの手続きが円滑にな

り、見守り時間が認められるなどの大きな成果を得た。札幌市自立支援協議会の好

事例集に載せられるかを令和８年度の協議会で検討してもらう。 

・重度身体障がい者が地域生活を送るにあたっての制度、人材不足、重度重複障がい

児者・医療的ケアを要する重度障がい児者・強度行動障がいの方の支援、親なき後

等の課題を報告書と提言にまとめた。 

 

構成員 敬称略 

分 野 所 属 氏 名 

学識経験者 
北海道医療大学 

看護福祉学部福祉マネジメント学科 講師 
近藤 尚也 

障がい当事者 北区地域部会 部会長 紺野 順子 

障がいサービス事業所 

（通所） 株式会社マザー 企画広報室 室長 

札幌アシストセンターマザー相談支援事業所 

小谷 晴子 

（R5.9～

R7.4） 
障がいサービス事業所 

（居宅） 

相談支援事業所 

相談支援事業所グリンハイム（委託相談支援事業

所） 
山田 訓義 

いにし社会福祉士/作業療法士事務所（指定相談支

援事業所） 
伊西 夏恵 

豊平区地域部会 特定非営利活動法人イコール 小熊 広道 

当事者家族 北海道重症心身障害児(者)を守る会 太田 由美子 

協議会運営会議委員 特定非営利法人障がい者就労支援の会 あかり家 妻倉 ゆかり 
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オブザーバー 認定 NPO 法人 DPI 日本会議 副議長 西村 正樹 

 
（事務局） 

札幌市障がい福祉課 皆越、平野 

さっぽろ地域づくりネットワーク ワン・オール 赤杉、髙村 
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